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１．はじめに 

1-1．この稿の目的 

 感覚というものはどのように表現されているだ

ろうか。感覚というものは、生理学的にはヒトに

共通していると思われるが、言語によって、異な

りがあるかもしれない。もしそこに異同があれば、

それはどのような事情によるのか。言語の性格を

知る手掛かりがあるかもしれない。 

そのような関心のもとに、この稿では、日本語

の感覚表現形式の一つである擬態語について、そ

の機能を検討するものである。そののちに、形容

詞や他の表現と比較し、擬態語の役割を考えてみ

たいと思う。 

 擬態語を対象として選んだのは、擬態語が「豊

かな表現力を持つ語群として日本語に豊富に存在

し、日常生活において多用されるオノマトペ」（三

上 2006：49）というように言われることが多く、

あたかもどんなことがらでも表現できるような錯

覚を持たれているように思われることが多いから

である。たしかに、擬態語は、さまざまな情報を

表す。しかし、擬態語では表せない感覚もあるし、

一つの感覚の中で限定的な範囲でしか機能しない

擬態語もある。ある体系の中で見た時に、その役

割をよりよく理解できるのではないか。それも、

感覚表現の中で擬態語を考えてみようと考える理

由の一つである。 

この稿の課題は、擬態語はどのような感覚を表

すのかということである。感覚ごとに、擬態語の

分布を確認する。 

 

1-2．対象 

1-2-1．対象とする感覚 

 感覚は、研究者によって若干の異同はあるが、

この稿では、山本ら（1999）、大地（2007）を参

考に、次のように区分する。 

 1．感覚の区分 

  特殊感覚：体の限局した部位に存在する受容

器によって生じる感覚 

＜視覚、聴覚、味覚、嗅覚、平衡

覚＞ 

  体性感覚：体表と深部の感覚で、次のように

分けられる。 

   表面感覚：皮膚、粘膜にある受容器が刺激

されて起こる感覚 

        ＜触覚（圧覚）、温覚、冷覚、痛

覚＞ 

   深部感覚：筋、腱、関節の感覚で、位置、

動き、力の感覚 

  臓器感覚：＜飢餓感、渇き、吐き気、便意、

 尿意、性感、内臓痛＞ 

 なお、触覚は「皮膚の表面あるいは毛の先に軽

く触れたとき、圧覚は皮膚を軽く圧したときの感

覚である。いずれも弱い機械的刺激で起こる感覚

で、受容器も共通するものが多いのでまとめて
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触・圧覚として扱われる」（大地2007：125）ので、

この稿でもまとめて扱う。 

 このうち、深部感覚、臓器感覚については、こ

の稿では触れないことにしたい。感覚を表現する

擬態語が限定的であり、また、感覚と器官との関

係が明確でなく、医学生理学の知識を持たない筆

者には扱いが難しいと思われるからである。 

1-2-2．内部感覚と外部感覚の区分 

 この稿では、さらにその感覚対象を、内部感覚

と外部感覚に分けて、それぞれの擬態語を検討す

ることにしたい。内部感覚とは、「（私は）背中が

むずむずする」などのように、自身の身体に由来

する感覚で、構文的にも経験者として「私」をと

るものである。それに対して、外部感覚とは、「窓

がピカピカだ」のように、外界の対象についての

感覚である。これまで、この二つは、意識的に分

けて議論されることはなかったように思われるが、

外部感覚だけ、内部感覚だけを持つ感覚もあるか

もしれない。それがどのようなものか、感覚と擬

態語の関係を考える手がかりになるかもしれない。 

 以下、内部感覚を表すものを内部表現、外部感

覚を外部表現と呼ぶ。 

1-2-3．対象とする擬態語の形式 

また、この稿では、擬態語のさまざまな形式の

うち、いわゆるABAB 型（A ﾝ A ﾝ型、AーAー型

も含む）の擬態語を例に議論を進める。擬態語の

形式のすべてを扱うことは不可能であるし、

ABAB 型が感覚表現の中でもっとも数が多く、そ

れだけ広範な意味をカバーしていると考えられる

からである。（大野2013：166）） 

 

２．特殊感覚と擬態語 

特殊感覚について、擬態語の可能性を表にして

みると次のようになる。 

  2．特殊感覚と擬態語表現 

 内部 外部 

視覚 △ ◎ 

聴覚 △ ◎ 

嗅覚 － － 

味覚 － － 

平衡覚 △ － 

 △印はごく限られた語彙しかないこと、それに

対して、◎は一定の生産性を持っていることを示

す。 

 また、前節でも述べたが、表中の「外部」とは

外界の事象についての感覚を示す外部表現である

こと、「内部」とは自身に由来する感覚を示す。 

特殊感覚の語例は次のようなものである。

（……）は多数あることを示す。以下同様。 

 3．特殊感覚を表す擬態語の例 

視覚（内）ちかちか 

     （外）ちかちか、ぴかぴか、 

のろのろ、ゆらゆら（……） 

  聴覚（内）わんわん、がんがん 

    （外）わんわん、がんがん、 

ばたばた、ぽこぽこ（……） 

  平衡覚（内）ふらふら、くらくら、 

ぐらぐら 

（外）――― 

 

2-1．味覚と嗅覚 

まず、特殊感覚の特徴としては、味覚、嗅覚に

は、内部表現、外部表現のどちらにも擬態語表現

がないということが挙げられる。 

味覚を表わす擬態語はないので、あえて味覚あ

るいは味の表現を扱おうとすれば、味覚という概

念を広げて「味覚以外の器官で受容される感覚を

含む」もの（武藤 2003:241）とせざるを得ないi。

この考え方で行けば、次のような擬態語も、味覚
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を表す擬態語ということになるかもしれないが、

この稿では、これらの擬態語は味覚表現とは考え

ない。 

4．あっさり、こってり、あつあつ、ほかほか、

かちかち、さくさく、ぴりぴり 

口腔内の味細胞を刺激することによって得られ

る感覚を味覚と考えることにしたい。 

嗅覚についても、同様で、匂いそのものを表現

する擬態語はない。嗅覚は、「視覚、聴覚とともに、

個体に環境を分析する情報を提供する」（大地

2007：150）重要な役割を持っており、また、「何

千もの匂いが嗅覚によって識別される」（同）ので

あるが、語としてのレパートリーは限られている。

匂いは「花のような香り」のような比喩を使って

表わされることが一般的である。さらに、嗅覚の

周辺的なコトガラを表す擬態語も限定的で、次の

ようなものが挙げられるくらいである。 

5．ぷんぷん、つんつん／ぷーん、つーん／む

っと、つんと 

これらは、匂いの刺激の強さ、持続性などを表

すもので、匂いの種類を表すものではない。 

なぜ味覚・嗅覚に擬態語表現がないのかについ

ては、4節で論ずる。 

 

2-2．視覚 

 特殊感覚についての特徴の 2 点目は、味覚・嗅

覚と対照的に、視覚・聴覚の外部表現が非常に多

いという点である。 

視覚情報は、明暗、動き、モノの状態、色、形、

大きさ、位置、奥行き、傾きなど、多岐にわたる。

視覚によって得られる情報は、いわゆる五感の中

でも、圧倒的に多い。ii  

これらの表現にどのような形式が使われるか、

擬態語が可能なものはどれかを示すと次のように

なる。下線を付したものが擬態語。○は擬態語が

可能なことを示す。 

  6．擬態語が表す視覚情報 

（領域）擬態語 表現の形式 

  明暗  ○  明るい、ぴかぴか 

  動き  ○  早い、のろのろ 

  状態  ○  壊れた、ぼこぼこ 

  色   ×  白い、赤い 

  形   ×  丸い、細長い 

  次元性 ×  大きい、分厚い 

  位置  ×  ～の前、～の奥 

  傾き  ×  傾いている 

この観察が妥当ならば、擬態語が担当するのは、

明暗、動き、状態に関する表現のようなものであ

る。あえて言えば、擬態語は、変化のある対象を

捉える語であり、色・形・大きさのような静的な

属性に関しては表現対象としていない、というこ

とになる。ただし、これはABAB型擬態語につい

て言えることで、他の形式についての検証も必要

であるが、その点については、別稿に譲りたい。 

また、内部表現は「目がちかちかする」のよう

な、視覚の変調を示すものに限られる。 

 

2-3．聴覚 

聴覚に関する擬態語とは、いわゆる擬音語であ

る。擬音語は、外部表現に関しては特に豊富で、

生産性が高い。ここではあえて擬態語という用語

に擬音語も含めて使うことにするが、擬態語が表

す聴覚情報もいくつかある。音の 3 要素（音の高

さ、音の強さ、音色）はもちろんであるが、さら

に、音源、持続時間などに関する情報も含まれる。 

ただし、これらの情報は、単独で表されるので

はなく、複合的に、また、対比的に表されるのが

通常である。たとえば、「こつこつ」は「かたいも

のがふれ合ってたてる高い音」、「びしゃびしゃ」

は「雨や水が勢いよく打ちはねる音」（以上、語義

は小野2007）というように、音の性質だけでなく、

音源の性質などが複合的に含まれている。 
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 聴覚が捉える情報と、擬態語の対応を見てみる

と、概略次のようになる。○は、擬態語で表現可

能であることを示す。 

  7．擬態語が表す聴覚情報 

  （領域）擬態語 例 

   音の高さ○きんきん（高い音） 

   音の強さ○がんがん（強い大きい音） 

ことこと（弱い小さい音） 

   音色  ○かさかさ（乾いた音）、 

ぎーぎー（摩擦の音） 

   音源  ○ぱしゃぱしゃ（水の音）、 

どすどす（足音） 

   音源の位置 ??  遠くで音がした 

   音源の動き ??  遠ざかる音 

 擬態語は、音の性質を捉えるところに主眼があ

るのではないかと思われる。ただし、どこで音が

しているか、どっちに動いているかというような、

音源のありかに関する情報は、擬態語では表せな

い。どんな音か、どのようにして生まれた音か、

というようなことを表すのが擬態語の中心的な役

割であると考えられる。 

 一方、内部表現は、「耳ががんがんする」などの

ような、聴覚の変調を示すものに限られる。 

 

2-4．平衡覚 

平衡覚は、身体の平衡維持にかかわる感覚であ

る。三半規管などからの情報が、脊髄などに送ら

れ、「不随意運動や身体の平衡維持に役立て」られ

ている（大地2007：163）。 

つまり、平衡覚は、ヒトの内部で機能する感覚

であり、外部表現はない。 

「ふらふら」「くらくら」などは、平衡維持に変

調のあることを示す、自己由来の感覚であり、内

部表現である。 

内部感覚に関しては、正常な状態であれば、あ

えて言語化する必要はないわけで、内部感覚にと

って正常な状態は無標な状態なのである。だから、

内部感覚を表すことそのものが、変調が起きたこ

とを示すことになるわけである。 

特殊感覚の内部表現は、平衡覚に限らず、視覚、

聴覚においても、なんらかの変調を示すものにな

っている。 

 

３．体性感覚（皮膚感覚）と擬態語 

次に体性感覚について検討する。体性感覚は、

皮膚感覚と深部感覚に分けられるが、この稿では、

先述のように、皮膚感覚のみを取り上げる。 

皮膚感覚について擬態語表現の可能性を示すと

次のようになる。 

  8．皮膚感覚と擬態語表現 

 内部 外部 

触覚 － ◎ 

痛覚 △ － 

温覚 △ △ 

冷覚 （△） （－） 

 皮膚感覚の特徴として、次の2点が挙げられる。 

  9．皮膚感覚の擬態語についての特徴 

   ａ．外部表現としては触覚が多い。また、

触覚は内部表現を持たない。 

   ｂ．触覚以外の皮膚感覚は、内部表現を持

つ。 

 これは、皮膚が、人体と外界の境界にあること、

あるいは、そのようにヒトが捉えていることの反

映であると思われる。触覚に関する擬態語は、ヒ

トの外側の世界の把握に特化した語群となってい

る。 

10．皮膚感覚の擬態語表現例 

  触覚（内）―― 

     （外）ぬるぬる、じょりじょり、 

ごわごわ、ごりごり（……） 

   痛覚（内）ちくちく、ぴりぴり 

     （外）―― 
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   温覚（内）ほかほか、ぽかぽか 

（外）ほかほか、ぽかぽか、 

あつあつ 

   冷覚（内）―――（ひやっと、ひんやり） 

     （外）―――（??ひえひえ） 

3-1．触覚 

 触覚によって得られる情報にはどんなものがあ

るだろうか。iii早川ら（2010）は、触り心地を表す

擬態語という観点から、擬態語が、素材と素材の

性質を表すと分析している。素材とは、たとえば、

砂系（じゃりじゃり）、岩系（ごつごつ）、紙系（つ

るつる）などのようなものであり、素材の性質と

は、粗－滑、硬－柔、乾－湿のような対立軸で捉

えられる表面の性質である。 

 しかし、モノにはこのほかにも、形、大きさな

ど、モノの全体に関する情報もある。これらを含

めて、触覚から得られる情報と擬態語との対応を

示すと次のようになるのではないかと思われる。 

  11．擬態語が表す触覚情報 

   モノの素材    じゃりじゃり（砂）、つ

るつる（磨かれた木） 

   モノの素材の性質 かさかさ（乾湿）、かち

かち（硬柔）、すべすべ

（粗滑） 

   モノの形     ―― 

   モノの大きさ   ―― 

   モノか生物か   ―― 

   生物の種類    ―― 

   生物の動き方   ―― 

 触覚の受容器数は、顔（鼻・口唇・舌）＞指・

腹＞足・脚の順であり、顔が最多である。また、2

点識別閾が最も低いのは、指＞顔＞足指＞腹の順

になるという（大地2007：131）。通常、対象に探

索的に触れるとしたら、手あるいは指で触れると

思われるが、それは、手指の識別力が高いからで

ある。が、指や手から得られる情報は、対象の限

られた部分から得られたものにならざるを得ない。

他の感覚からの情報がなければ、判断できないこ

とがらも多い。たとえば、モノ全体の形、大きさ

などは、触覚だけではわからない。視覚の助けが

必要になるだろう。触れている対象が、イヌなの

かネコなのかも、触覚だけではわからないかもし

れない。触覚を表す擬態語が、素材、素材の対象

に集中するのは、このような事情からだろうと思

われる。 

 

3-2．痛覚 

 痛覚は、侵害刺激（傷害をもたらす刺激）によ

って引き起こされる感覚であり、内部表現しかな

い。上に挙げた痛覚を表す擬態語は、その刺激の

種類によって、次のように分けられる。 

  12．擬態語が表す痛覚情報 

機械刺激 ちくちく、つんつん 

熱刺激  ひりひり、ぴりぴり 

皮膚の痛覚刺激は侵害性のもので、機械刺激、

熱刺激がある。それらに対応した擬態語が用意さ

れている。iv 

  

3-3．温覚 

 温覚を表す擬態語は次のようなものである。 

  10．擬態語が表す冷覚・温覚情報（再掲） 

   温覚（内）ほかほか、ぽかぽか 

（外）ほかほか、ぽかぽか、 

あつあつ 

 温覚については、二つの特徴を指摘したい。 

 一つは、モノについての近接的な感覚である点。

冷・温覚は、熱刺激なので、接触によっても成立

するし、また、非接触的にも成立するが、近接的

でなければならない。 

 「ほかほかの芋」「あつあつのラーメン」は、モ

ノとの近接ないし接触によって得られる感覚であ

り、離れたところにある対象の熱源を表現する、
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たとえば、「??ぽかぽかの空気」というような表現

は成り立たない。 

  13．温覚の感じ方 

   接触して感じられる温度： 

 ほかほかの芋、あつあつのラーメン 

   離れて感じられる温度： 

??ぽかぽかの空気、??ぽかぽかの暖炉 

 二つ目の特徴は、擬態語の表す温度域とその評

価である。それは、温度形容詞との対応を見てみ

ると、よくわかる。 

  14．温度形容詞と擬態語が表す温度域 

   温覚（内・高温）暑い  ――― 

中温）暖かい ほかほか、 

ぽかぽか 

（外・高温）熱い  ――― 

温かい ほかほか、 

ぽかぽか、 

あつあつ 

 擬態語の表す温度は中温であり、また、快と感

じられる温度である。「あつい（熱・暑）」のよう

な高温で不快な温度域には、擬態語はないのであ

る。「あつあつ」も快（温かい）の範囲にあると思

われる。 

 

3-4．冷覚 

 冷覚を表す擬態語は次のようなものである。 

  10．擬態語が表す冷覚・温覚情報（再掲） 

   冷覚（内）―――（ひやっと、ひんやり） 

     （外）―――（??ひえひえ） 

 冷覚の内部表現には、ABAB型の擬態語はなく、

また、外部表現は、語彙そのものがない。 

まず、内部表現であるが、ABAB 型語彙がない

ことの理由の一つは、ABAB 型擬態語の意味的な

性格が、冷覚の感じられ方と合わないということ

ではないかと思われる。ABAB型以外には、「ひや

っと」「ひんやり」などがあるが、「ひんやり」は

「肌や舌などが冷たいものに触れたときの感じ」

（小野 2007）であり、瞬間の感覚である。「ひや

っと」も同様、冷たい水に触れた時の瞬間の感覚

などを表すものである。つまり、冷覚らしい感覚

とは、瞬間的に感じられるものということになる

と思われる。ところが、ABAB型は、「音や動作の

繰り返しないしは連続を表す」（田守ら1999：30）

反復的なものである。そこに、冷覚表現になじま

ない点があり、ABAB 型語彙を欠いているのでは

ないかと思われる。 

次に外部表現のABAB型は、近年商業用語とし

て使用が広がっているように見える「ひえひえ」

程度しかないと思われるが、この語は「少納言」（国

立国語研究所）には用例はなく、十分に確立した

語彙とはなっていないとも思われる。v10での語例

が「――」となっているのはそのためである。冷

覚語彙のギャップを埋めようとする力が働いて、

このような語が成立したとも考えられる。 

冷覚に関する特徴の一つは、内部表現はあるが

ABAB 型ではなく、また、外部表現はほぼないと

いうことになる。 

次に温度に対する評価であるが、冷覚の場合も、

「ひやっと」「ひんやり」は、快と解することもで

きるものだと思われる。この点は、温覚とも共通

しており、擬態語表現の特徴と言えるかもしれな

い。 

 

４．考察 

 ここまで、特殊感覚、体性感覚の皮膚感覚につ

いて、擬態語がどのような役割を果たしているか、

個々の感覚について見てきた。 ここでは、複数の

感覚にまたがる問題について考えてみたい。次の2

つである。 

  ａ．味覚、嗅覚にはなぜ擬態語がないか 

  ｂ．擬態語が多い視覚、触覚、聴覚から見た、

擬態語の役割は何か 
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4-1．味覚・嗅覚にはなぜ擬態語がないか：擬態語

の役割 

 擬態語が、味覚、嗅覚になく、触覚、視覚、聴

覚に多いということは何を意味しているのだろう

か。 

 ひとつ考えられることは、感覚刺激の性質であ

る。特殊感覚、皮膚感覚について整理すると、次

のようになる。（ ）内が刺激である。 

  15．感覚刺激と感覚 

  特殊  電磁的刺激：視覚（光） 

機械的刺激：聴覚（音）、 

平衡覚（頭部運動） 

化学的刺激：味覚（水溶性物質）、 

嗅覚（揮発性物質） 

  皮膚  機械的刺激：触覚、痛覚（侵害刺激） 

      電磁的刺激：温覚（熱）、冷覚（熱） 

 この中で、擬態語を持たないものは、味覚・嗅

覚だけである。つまり、外からの刺激のうち、化

学的刺激に対しては、擬態語を持たないのである。 

 それに対して、擬態語が（擬音語も含めて）多

いのは、機械的刺激である。味覚・嗅覚は、口や

鼻の内部で溶け出すことによって、感覚されるも

のであり、受容者から見れば、内部感覚に近い。

食物の摂取に際して毒物を感知したり、腐敗物を

回避するなど、生体の維持に必要な情報を得るこ

とが重要な機能の一つである。それに対して、視

覚、聴覚、触覚は、外界の情報を得るところに機

能の中心がある。このように、味覚・嗅覚は、他

の感覚とは生体にとっての機能も異なるし、また、

刺激そのものの性質も違う。そこに、擬態語が生

まれるか否かの分かれ目があるのではないか。 

もしそうであるならば、擬態語の中心的な役割

は、皮膚の表面を境界として内部と外部に分かれ

る世界について、皮膚表面までの外界刺激を取り

込むということになる。そして、その刺激の中で

も、機械的刺激に対して、多く反応していること

になる。 

4-2．視覚、触覚、聴覚における擬態語の役割 

 では、視覚、聴覚、触覚を表す擬態語の役割は

何か。 

 「嗅覚の特徴は匂いを起こす閾濃度が低いこと

である」（大地2007：150）と言われるが、感覚の

明瞭さという点から見ると、匂いの特定は容易で

はない。そのような場合の感覚表現は、探索的な

ものにならざるを得ない。たとえば、「大豆を炒っ

ているような匂いがする」というように、「～よう

な匂いがする」という形式（「～感覚名詞＋がす

る」）をとる。 

この匂いの感覚がさらに微かになると、匂いが

あることだけが感じられることになる。その時に

は、その対象がなんであるかより、匂いの感覚が

あることが表現のポイントになる。その場合は、

「なにか匂いを感じる」あるいはもう少し刺激が

多くなれば、「～のような匂いを感じる」というよ

うな表現が使われることになる。 

このように、刺激の量が少なく、対象を明確に

把握することができない表現の一方で、明瞭に確

信を以て対象を表現できる場合もある。そのよう

な明確な認識を示すのが、形容詞あるいは擬態語

の役割という言い方もできるのではないだろうか。 

形容詞は大枠としての抽象性の高い把握の仕方

を示し、それに対して、擬態語は、さらに分析的

で、より具体的な把握を示すのである。「きらきら」

「ぎらぎら」は、「明るい」という感覚をより詳細

化していると言えるだろう。 

 このような形式の可能性を、視覚、聴覚、嗅覚、

味覚、触覚の外部表現について示すと次のように

なる。 
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 16．感覚の明瞭さの表現：各感覚の可能な形式 

 ～がす

る 

～を感

じる 

形容詞 擬態語 

視覚 － － ○ ◎ 

聴覚 △ － △ ◎ 

味覚 △ △ ○ － 

嗅覚 △ △ － － 

触覚 △ △ ○ ◎ 

 視覚には「～がする」という表現はない。また、

「～を感じる」についても、「光を感じる」という

表現はあるが、光の種類は一つであり、種類を特

定するための表現はない。また、同様に「音を感

じる」も、探索的な表現ではない。 

 このような感覚の明瞭性という観点から見ると、

触覚は明瞭度の高いものから低いものまで、もっ

とも幅の広い表現になっているように思われる。 

 それに対して、視覚は明瞭度の高いものに偏り、

嗅覚は明瞭度の低いものに偏している。嗅覚に擬

態語がないことの一つの理由は、対象刺激の明瞭

性の低さということも関わっているのではないか

と思われる。味覚表現は、先に述べたように、純

粋な味覚だけでは日常の用を足さないことが多い。

そのため、食感などの新しい概念が生まれること

になったのだと思われるが、やはり、そのような

特定しにくい感覚対象が、味覚そのものが擬態語

表現を妨げているのではないかと思われるのであ

る。 

 

５．まとめ 

 この稿の関心は、擬態語はどのような感覚を表

すのか、ということであった。ここまでに挙げた

表をまとめると、次のようになる。 

 内部 外部 

視覚 △ ◎ 

聴覚 △ ◎ 

嗅覚 － － 

味覚 － － 

平衡覚 △ － 

触覚 － ◎ 

痛覚 △ － 

温覚 △ △ 

冷覚 （△） （△） 

 このような分布の観察に基づいて、次のような

ことを述べた。 

  ⅰ．擬態語の中心的な役割は、皮膚の外側の

世界について、感覚を通して得られた情

報を表現することである。 

  ⅱ．味覚と嗅覚には擬態語がない。それは、

この二つの感覚が化学的刺激によって起こ

るものであり、いわば、内部的な反応であ

ると捉えられていることが影響しているの

ではないか。 

  ⅲ．いわゆる擬態語による内部表現は、温覚

を除いて、身体的な変調を表す。 

  ⅳ．冷覚は、外部表現の擬態語を持たない。

そのため「ひえひえ」などの新たな語彙

が試されている段階である。 

 

 擬態語の感覚表現について概観してきたが、擬

態語と言ってもABAB型だけであるし、感覚表現

一般について、全体的な見通しを得る段階には至

っていない。他言語での感覚表現の形式も含めて、

さらに検討が必要であることは言を俟たない。 
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＊注 

 
                                                        
i また、近年多用されるようになっている食感という語（橋

本 2006）も、複合的な感覚であり、早川ら（2000）によ

れば、食感覚という語は、因子として、外観、匂い、味、

温度、音、テクスチャーの6要因を含むとされている。そ

して、この6因子の中で、擬態語は、テクスチャーを表す

ものが多いと述べられている。いずれにしても、味覚細胞

によって捉えられる味覚を表す擬態語はないと考えてよい

と思われる。 

ii ヒトの外界から得る情報の 80%以上が視覚であるとされ

る。このことが直接的に語彙数の多さに結びつくとは限ら

ないが、表現形成の動機づけになっている可能性はあると

は言えるだろう。なお、照明学会編（1980）によれば、「視

覚（目）87.0％、聴覚（耳）7.0％、嗅覚（鼻）3.5％、触

覚（皮膚）1.5％、味覚（舌）1.0％」（p.9）とされている。 

iii 触覚の情報量は、全情報量の 1.5%程度と少ないが、擬態

語は非常に豊富である。このことは、擬態語が、外界から

の情報量と比例しているわけではないことを示すものであ

る。それよりは接触感覚であるところに、擬態語が生産さ

れる動機づけがあるのではないかと思われる。 

iv 皮膚感覚の一種である痒覚は、「むずむず」が痒みを表す

代表的な擬態語であるが、語彙数はごく少数だと思われる。 

v  ちなみに、「ひえひえ」「あつあつ」は統語的な振る舞い

に特徴がある。 

  1ａ．あつあつのラーメン 

   ｂ＊このラーメンは、あつあつしている。 

  2ａ．ほかほかの焼いも 

   ｂ．この焼いもは、ほかほかしている。 

 「ほかほか」は、「擬態語＋シテイルの形が可能だが、「あ

つあつ」は不可能である。 

 この「あつあつ」と同じような統語的振る舞いをするのは、

「ぺこぺこ」「からから」のような語である。スル、シテイル

に接続することがない。つまり、変化、継続、反復などの時

間を伴う性質を持っていないということで、形容詞に近いも

のである。「あつあつ」は、形容詞「あつい」から派生したと

考えるのはあながち見当違いではないことになろうか。 




